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碓
氷
峠
の
熊
野
神
社
の
算
額 

  
 

一
、
は
じ
め
に 

テ
レ
ビ
で
軽
井
沢
の
紅
葉
を
見
た
妻
の
提
案
も

あ
り
、
軽
井
沢
ま
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ど
う
せ
行
く
な
ら
算
額
も
見
た
い
と
思
い
、
近
辺

の
寺
社
で
見
学
で
き
る
所
は
な
い
か
と
調
べ
た
ら
碓

氷
峠
の
熊
野
神
社
が
候
補
に
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の

神
社
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
た
ら
群
馬
と
長
野
の
県
境
に

社
（
や
し
ろ
）

は
二
つ
あ
り
、
算
額
も
別
々
に
あ
る
ら
し

い
。
時
間
も
な
く
、
よ
く
飲
み
込
め
な
い
ま
ま
十
月

二
十
七
日
出
発
す
る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。 

軽
井
沢
の
繁
華
街
を
通
り
抜
け
、
少
し
寂
し
い
山

道
を
車
で
登
っ
て
神
社
に
着
き
ま
し
た
。
県
境
に
あ

る
こ
の
神
社
、
非
常
に
面
白
い
。
ま
ず
、
群
馬
側
は

熊
野
神
社
、
長
野
側
は
熊
野
皇
大
神
社
と
い
う
。
神

主
も
別
々
。
参
道
も
右
が
群
馬
、
左
が
長
野
。
但
し

参
道
の
石
段
を
上
が
っ
た
所
に
あ
る
随
神
門
の
扁
額

に
は
熊
野
皇
大
神
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
前
の
な
ま
ず

に
似
た
二
つ
の
狛
犬(

阿
・
吽)

は
室
町
中
期
で
県
内

最
古
と
い
う
長
野
県
の
標
識
が
あ
る
の
で
随
神
門
は

長
野
側
の
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
門
の
前
に
は
「
石

の
風
車
」
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
中
仙
道
往
来
の
旅

人
が
石
の
風
車
を
見
て
親
し
み
、「
碓
氷
峠
の
あ
の
風

車 

誰
を
待
つ
や
ら
く
る
く
る
と
」
と
追
分
節
に
唄

わ
れ
、馬
子
か
ら
馬
子
へ
と
全
国
に
伝
わ
っ
た
と
か
。 

こ
の
神
社
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
中
仙
道
の
整
備

と
共
に
、
お
宮
の
真
中
を
改
め
て
上
州
と
信
州
の
国

境
に
し
た
の
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
そ

の
ま
ま
現
在
の
県
境
に
な
っ
た
と
か
。
随
神
門
を
通

る
と
正
面
に
本
宮
が
あ
り
、そ
の
右
に
新
宮（
群
馬
）、

左
に
那
智
宮
（
長
野
）
が
あ
り
ま
す
。
本
宮
は
両
県

に
跨
が
っ
て
存
在
し
ま
す
が
そ
の
前
に
あ
る
賽
銭
箱

は
別
々
に
あ
り
ま
す
。
面
白
い
の
は
二
つ
あ
る
立
派

な
拝
殿
（
祈
祷
殿
・
神
楽
殿
）
は
庭
を
介
し
て
向
き

合
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
こ
の
神
社
周
辺
に
は
数
字
歌
碑
と
い
う
珍

し
い
石
碑
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
私
は
一
個
所
し
か
探

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
。そ
の
三
つ
を
掲
げ
て
み
ま
す
。 

<

み
く
に
ふ
み
の
碑> 

四
四
八
四
四 

七
二
八
億
十
百 

三
九
二
二
三 

四
九
十
四
万
万
四 

二
三
四
万
六
一
十  

（
よ
し
や
よ
し
何
は
置
く
と
も
み
国
ふ
み 

  
 
 
 
 

よ
く
ぞ
読
ま
ま
し
ふ
み
よ
ま
む
ひ
と
） 

<

渡
邊
重
石
丸(

い
か
り
ま
ろ)

数
字
の
歌> 

四
八
八
三
十 

一
十
八
五
二
十
百 

万
三
三
千
二 

五
十
四
六
一
十
八 

三
千
百
万
四
八
四 

（
世
は
闇
と
人
は
言
ふ
と
も
正
道(

ま
さ
み
ち)

に 

勤
し
む
人
は
道
も
迷
は
じ
） 

<

一
つ
家
の
歌
碑> 

八
万
三
千
八 

三
六
九
三
三
四
七 

一
八
二 

 

四
五
十
三
二
四
六 

百
四
億
四
百 

（
山
路
は
寒
く
淋
し
な
一
つ
家
に 

 

夜
ご
と
身
に
し
む
百
夜
置
く
霜
） 

三
つ
め
の
碑
は
弁
慶
の
歌
碑
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

源
義
経
と
と
も
に
、
頼
朝
の
追
手
か
ら
逃
げ
て
い
た

弁
慶
は
「
一
つ
家
」
と
い
う
地
で
宿
を
取
り
、
そ
の

と
き
の
逃
避
行
の
心
情
を
数
字
だ
け
で
詠
ん
だ
の
が

こ
の
石
碑
の
歌
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
弁
慶

が
爪
で
刻
ん
だ
と
い
う
最
初
の
石
碑
は
、
天
明
の
噴

火
も
し
く
は
そ
の
後
の
災
害
で
流
失
し
、
現
在
の
碑

は
明
治
末
に
復
元
さ
れ
た
二
代
目
と
か
。 

 

最
後
に
近
く
の
見
晴
台
。
270
度
の
展
望
が
可
能
。

四
季
を
通
じ
山
の
景
色
を
楽
し
め
る
著
名
な
ス
ポ
ッ

ト
ら
し
い
。妙
義
連
山
の
展
望
は
特
に
素
晴
ら
し
い
。 

さ
て
念
願
の
算
額
で
す
が
、
両
方
の
拝
殿
内
に
あ

り
ま
す
。
群
馬
側
で
神
主
と
思
わ
れ
る
方
に
算
額
の

見
学
を
お
願
い
す
る
と
直
ぐ
に
快
く
見
せ
て
頂
い
た
。

部
屋
の
中
に
常
時
掲
げ
て
あ
る
よ
う
で
す
。
明
治
五

 

第
42
号 

 

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)

一
二
月
二
〇
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 
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獻
筭
法
問
答 

 
 
 

小
野
榮
重
傳
来 

 
 
 
 
 
 

同
州
吾
妻
郡
三
嶋
邨 

 
 
 
 
 
 
 

菅
原
雄
治
郎
祐
政 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

閲 

印 

印 

今
如
圖
有
釣
股
弦
只
云
釣
股
相
乗
而
五
萬
二
千
四
百
四
十
歩 

又
云
股
弦
相
乗
而
一
十
三
萬
六
十
五
歩
問
釣
股
弦
各
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
釣
一
百
五
十
二
寸 

股
三
百
四
十
五
寸 

弦
三
百
七
十

 

術
曰
只
云
冪
又
云
冪
相
減
余
只
云
三
乗
冪
開
再
平
方
得 

釣
合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
橋
八
兵
衛
備
政
印 

 
 

今
有
如
圖
外
半
圓
内
設
四
斜
容
其
交
罅
大
中
小
三
圓
只
云
外 

半
圓
經
一
百
〇
〇
寸
問
大
中
小
圓
經
各
幾
何 

 
(

注)

經
は
徑(

径) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
大
圓
經
五
十
七
寸
七
分
三
厘

 

術
曰
置
三
箇
開
平
方
乗
外
半
圓
經
三
除
而
得
大
圓
經
五
除
而 

得
小
圓
經
三
之
而
得
中
圓
經
各
合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋
作
之
蒸
富
比
印 

 
 

今
有
如
圖
容
外
圓
内
大
中
小
圓

三
角
只
云
大
圓
經

三
角 

面
者
各
六
百
二
十
五
寸
宛
問
中
圓
徑

小
圓
經
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
圓
經
五
百
五
十
五
寸

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
圓
經
四
百
一
十
六
寸

 

術
曰
以
一
箇
一
分
二
厘
五
毫
除
大
圓
經
得
中
圓
經
以
一
箇
五 

分
除
三
角
面
得
小
圓
經
各
合
問 

 

篠
原
惣
四
郎
富
久
印 

答
曰 

      熊野皇大神社の算額 

 
 

4 22

4
22

4

2244

2222444

22422222

,,

只又

只

只又

只

只又只

つまり

とすれば鈎股弦をそれぞれ













a

a

bacbaba

cbbbacba

cba

年
に
上
州
の
人
達
が
奉
納
し
た
も
の
で
七
問
。
長
野

側
で
も
同
じ
よ
う
に
お
願
い
し
た
の
だ
が
、
相
手
の

方
が
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
た
の
で
、
奥
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
の
が
見
え
た
の
で
、
そ
れ
を
指
し
た
ら
合
点

が
い
っ
た
み
た
い
で
す
ぐ
Ｏ
Ｋ
が
出
ま
し
た
。
安
政

四
年
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
や
は
り
七
問
で
す
。
算

額
に
は
上
州
の
著
名
な
和
算
家
の
名
前
と
そ
の
系
統

に
属
す
よ
う
な
記
述
と
吾
妻
郡
の
地
名
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
掲
額
者
は
上
州
の
人
で
あ
る
よ
う
で
す
。
何

故
長
野
側
の
拝
殿
に
掲
げ
て
あ
る
の
か
不
明
だ
が
大

し
た
意
味
は
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

  
 

二
、
熊
野
皇
大
神
社(

長
野
側)

の
算
額 

 

こ
の
算
額
の
最
初
に
「
獻
筭
法
問
答 

筭關

術流
小
野

榮
重
傳
来
」
と
あ

る
の
で
小
野
栄
重

(

よ
し
し
げ)

の
門
人

等
が
奉
額
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

安
政
四
年(

一
八

五
七)

の
年
号
が

あ
り
、
問
題
は
七

名
が
一
問
ず
つ
出

題
し
七
問
あ
り
ま

す
。 

小
野
栄
重
は
上
毛

算
学
の
祖
と
言
わ

れ
る
人
物
で
藤
田

貞
資
に
学
び
、
伊
能
忠
敬
に
つ
い
て
測
量
に
従
事
し

て
い
ま
す
。 

 

算
額
の
文
面
を
な
る
べ
く
現
物
に
忠
実
に
表
現
し

て
以
下
に
示
し
ま
す
（
図
は
『
群
馬
の
算
額
』
よ
り
借
用
）
。 

 

一
問
目
は
直
角
三
角
形

に
関
す
る
平
易
な
問
題
。 

 

二
問
目
は
外
半
円
に
内

接
す
る
直
角
三
角
形
の
辺

の
比
が
３
：
４
：
５
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
で
、
他
の
直
角
三
角
形

と
が
相
似
形
で
あ
る
こ
と

を
利
用
す
る
と
、
直
角
三

角
形
の
辺
の
比
例
関
係
の

み
か
ら
中
円
、
小
円
の
径

が
求
め
ら
れ
ま
す
。な
お
、

大
円
が
外
円
の
半
分
で
あ

る
こ
と
は
自
明
な
の
で
、

算
額
の
答
は
間
違
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
術
文
の
「
小
圓
經
三
之
而
得
中
圓
經
」

は
合
っ
て
い
ま
す
が
、「
置
三
箇
開
平
方
乗
外
半
圓
經

三
除
而
得
大
圓
經
五
除
而
得
小
圓
經
」
の
二
つ
の
関

係
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。 
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 

ある。が求まる。術文通りで

）　　　　（但し、平

平
小円径

平大円径

してが求まる。これを利用

平は、半径

円の大円が内接する大きな

240

666.106
25.2

312.113420

25.1













RR

 (上)六問目の術文と正解 
 (下)七問目の術文 

 

三
問
目
は
三
平
方
の
定
理
を

二
回
使
う
こ
と
で
解
け
ま
す
。 

 

四
問
目
は
図
で
大
円
と
小
円

を
求
め
る
も
の
。
こ
れ
も
三
平

方
の
定
理
の
応
用
。
大
円
の
答

は
少
し
誤
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

         

五
問
目
は
平
面
図
に
書
い
て

三
平
方
の
定
理
と
比
例
関
係
か

ら
式
は
出
ま
す
が
、
そ
れ
を
解

く
の
は
結
構
難
し
い
。
文
献

(

1)

を
参
考
に
左
に
記
し
ま
す
。 

         

六
問
目
は
図
で
等
円
径
を
求

め
る
も
の
。
前
提
と
し
て
大
円
と
四
つ
の
弧
は
皆
等

円
径
で
す
。
答
、
術
文
と
も
間
違
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
文
献(

1)

を
参
考
に
左
記
に
示
し
ま
す
。 

七
問
目
は
図
で
中
円
径
を
求
め
る
も
の
。
扇
骨
は

要
か
ら
の
長
さ
で
大
円
の
半
径
。
術
文
は
「
扇
骨
を

以
て
大
円
径
を
除
し
１
よ
り
減
じ
余
り
を
平
方
に
開

き
１
よ
り
減
じ
そ
の
余
り
に
扇
骨
を
乗
じ
中
円
径
を

得
る
」と
い
う
も
の
で
比
較
的
簡
単
に
求
ま
り
ま
す
。 

        

参
考
文
献(

1)

『
群
馬
の
算
額
解
法
』
群
馬
県
和
算
研
会
編 

  
 

三
、
熊
野
神
社(

群
馬
側)

の
算
額 

 

こ
の
算
額
の
冒
頭
に
「
關
流
宗
統
七
傳 

白
灣
巖

井
重
遠
授
業 

男 

巖
井
雅
重
門
人
自
問
自
答
」
と

あ
り
ま
す
。「
白
灣
」
は
岩
井
重
遠
の
号
。
雅
重
は
重

遠
の
四
子
で
家
督
を
継
ぐ
。
重
遠
は
小
野
栄
重
・
白

石
長
忠
に
学
ん
で
い
ま
す
。算
額
は
明
治
五
年(

一
八

七
二)

の
年
号
が
あ
り
、問
題
は
雅
重
門
人
七
名
が
一

問
ず
つ
出
題
し
七
問
あ
り
ま
す
。
安
中
市
近
辺
の
人

達
で
す
が
、
中
に
は
埼
玉
本
庄
の
門
人
も
い
ま
す
。

ま
た
最
後
に
二
十
四
名
の
名
が
あ
り
、「
校
訂
」
と
な

今
有
如
圖
直
内
隔
弧
容
小
圓
經
二
個
大
圓
經
四
個
只
云
以
長 

半
為
平
二
百
四
十
〇
寸
問
大
圓
經

小
圓
經
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
圓
經
一
百
一
十
三
寸
二
分
八
厘

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
圓
經
一
百
〇
六
寸

 
術
曰
置
二
十
〇
個
開
平
方
減
四
個
余
乗
平
而
得
大
圓
經
以
二 

個
二
分
五
厘
除
平
得
小
圓
經
各
合
問
小
池
権
兵
衛
昌
周
印 

 

今
有
如
圖
方
臺
内
容
大
球
一
個
小
球
一
個
大
球
者
切
小
球 

肖

方
臺
五
面
小
球
者
切
大
球
背

方
臺
五
面
只
云
上 

方
面
一
百
二
十
五
寸
下
方
面
二
千
寸
問
小
球
經
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
小
球
經
二
百
五
十
〇
寸 

術
曰
上
方
下
方
相
乗
而
開
平
方
乗
上
方
開
平
方
得
小
球
經 

合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
小
池
甚
右
衛
門
堪
計
印 

 

今
有
如
圖
容
圓
内
隔
四
孤
等
圓
二
個
只
云
大
失
四
十
九
寸
小 

失
三
十
六
寸
七
分
五
厘
問
等
圓
經
幾
何 

 
 

(

注)
失
は
矢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
等
圓
經
三
十
六
寸 

術
曰
以
大
小
失
相
乗
除
大
小
失
和

大
失
冪
小
失
冪
和
開
平 

方
以
大
小
失
和
除
之
加
一
個
以
法
除
之
得
等
經
合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
橋
金
左
衛
門
基
憲
印 

 

今
有
如
圖
扇
面
内
容
大
圓
一
個
中
小
圓
各
二
個
扇
骨
従
要
長 

七
寸
九
分
六
厘
大
圓
經
五
寸
九
分
七
厘
問
中
圓
經
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
中
圓
經
三
寸
九
分
八
厘 

術
曰
以
扇
骨
除
大
圓
經
減
一
個
余
開
平
方
減
一
個
余
乗
扇
骨 

得
中
圓
經
合
問 

 
 
 
 
 
 
 

篠
原
平
五
郎
昌
利
印 

  
 
 
 

安
政
四
年

巳
十
月 

答
曰 

 

 

 

1000

2502

2

0

,

4 3

4 34

2

4

42











ab

baaabr

abba

abbar

abrabbar

r

r

ba

大球の径は、

従って、

これから、

できる。の２次式を導くことが

とすれば次のし小球の半径を

とを上方面と下方面の半分

扇骨
扇骨

大円径
中円径

ける。術文は以下のように書















 11

 
  

ります）（算額の答と少し異な

なので

まる。とすれば次のように求

等円半径、小矢、大矢

法
小矢大矢

小矢大矢
等円径

法
小矢大矢

小矢大矢

術文を式にすると

055018.362

375.18,5.24

222

23222
2

/2/2

1

2

2

22






































r

ba

abbaabba

abbaab
r

rba

･･･ 

･･･ 

･･･ 
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っ
て
い
ま
す
。
元
々
細

く
描
か
れ
て
い
ま
す
が

劣
化
も
あ
り
写
真
に
撮

っ
て
も
読
め
な
い
個
所

が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
。不
明
部
分
は『
群

馬
の
算
額
』
を
参
考
に

し
て
補
い
ま
し
た
。
な

お
、「
径
」
と
「
徑
」
は

混
在
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
問
題
の
解
法
に

つ
い
て
は
次
号
で
述
べ

る
予
定
で
す
。 

 

左
の
写
真
は
部
分
で
す
。 

   

                  

編
集
後
記 

 

今
号
か
ら
「
や
ま
ぶ
き
３
」
と
し
て
再
出
発
。

体
力
・
能
力
と
も
衰
え
る
中
、
何
処
ま
で
続
く
だ

ろ
う
か
。
熊
野
皇
大
神
社
の
算
額
問
題
、
簡
単
に

解
け
る
と
思
っ
た
ら
意
外
と
時
間
を
要
し
ま
し
た
。 

 

昨
今
の
世
の
中
、
平
和
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
怖
い
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。 

  

こ
れ
以
上
の
言
葉
な
き
か
と
驚
愕
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

南
ス
ー
ダ
ン
民
俗
浄
化 

關
流
宗
統
七
傳 

 

白
灣
巖
井
重
遠
授
業 

 
 
 
 
 

男 

巖
井
雅
重
門
人
自
問
自
答 

 
 
 
 
 
 
 

今
有
如
圖
圓
内
容
九
圓 

 
 
 
 
 
 
 

等
圓
徑
一
寸
問
外
圓
徑 

 
 
 
 
 
 
 

幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
外
圓
徑
四
寸 

 
 
 
 
 
 
 

術
曰
置
等
円
徑
四
之
得 

外
圓
徑
合
問 

 

上
毛
坂
本
驛 

 
 
 

金
井
尚
七
郎 

 

今
有
如
圖
直
内 

容
一
十
二
圓
乙 

圓
径
一
寸
問
甲 

圓
径
幾
何 

 
 
 
 

答
曰
甲
圓
径
二
寸 

 

術
曰
置
乙
圓
径
二
之
得
甲
圓
径
合
問 

 
 
 
 

上
毛
松
井
田
驛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
井
藤
一
郎 

 

今
有
如
圖
圓
内
容
菱
形
及
二 

等
圓
菱
長
八
寸
等
圓
径
四
寸 

問
矢
幾
何 

 
 

答
曰
矢
一
寸 

術
曰
以
等
径
減
菱
長
余
以
除 

等
徑
冪
四
除
之
得
矢
合
問 

 

坂
本
宿 

金
井
運
吉 

 
 
 
 
 
 

今
有
如
圖
半
圓
内
容
斜
及
三
個 

 
 
 
 
 
 

大
圓
径
九
寸
問
中
圓
径
及
小
圓 

 
 
 
 
 
 

徑
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
圓
径
六
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
圓
徑
二
寸 

 
 
 
 
 
 

術
曰
置
大
圓
徑
二
因
三
帰
而
得 

 
 
 
 
 
 

中
圓
徑
三
帰
之
得
小
圓
径
合
問 

 
 
 
 
 
 
 

安
中
驛 

 

須
藤
金
八
郎 

  
 
 
 
 
 
 
 

今
有
如
圖
圓
内
容
九
圓 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
圓
径
一
十
六
寸
問
亨 

 
 
 
 
 
 
 
 

圓
径
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
亨
圓
徑
九
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 

術
曰
置
外
圓
径
九
因
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
六
除
而
得
亨
径
合
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
州
本
庄
驛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

諸
井
孝
二
郎 

 

今
有
如
圖
圓
内
容
一
十 

五
圓
乙
圓
径
若
干
問
甲 

圓
徑
幾
何 

 

答
曰
如
左
術 

術
曰
置
一
千
一
百
五
十 

二
个
平
方
開
之
加
四
十 

四
个
乗
乙
徑
以
四
十
九 

个
除
之
得
甲
径
合
問 

 
 
 

上
毛
伊
香
保
邨 

 
小
暮
篤
太
郎 

答
曰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
有
如
圖
圭
形
内
容
大
圓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

而
曳
一
直
線

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

又
容
中
小
二
圓
小 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

圓
径
一
寸
問
中
圓
径
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

答
曰
中
圓
径
二
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

術
曰
置
小
圓
径
二
之
得
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

圓
徑
合
問 

 
 
 

上
毛
坂
本
驛 

 
 

佐
藤
慎
一
郎 

 

櫻
井
喜
平 

中
島
平
四
郎 

吉
田
泰
次
郎 

 

中
島
金
平 

同 

与
一
朗 

大
川
原
保
寿 

 

須
田
逸
平 

和
田
徳
次
郎 

奥
原
千
之
助 

 

湯
浅
治
郎 

佐
藤
武
重
郎 

中
山
太
八
郎 

 

同 

吉
郎 

藤
巻
桂
三
朗 

上
原
丈
太
朗 

 

中
島
柳
輔 

蘒
原
喜
三
郎 

同
久
米
平 

 

巖
井
重
興 

同 

孫
一
朗 

新
井
吉
次
郎 

 

上
原
元
吉 

有
坂
喜
太
郎 

中
島
弥
兵
衛 

明
治
五
年 

歳
次
在
壬
申
陽
月
望
掲
之 


